須永平太郎の卒業（進級）証書に関する考察  ――明治初年の足利小学校の状況―― by 麻生 千明







              足利工業大学非常勤講師                   
 Study about Heitarou Sunaga’s  Certificates of Graduation of a Class（Grade） 
of Ashikaga Elementary School in the Early Years of Meiji-Ｅra 
 
                               Chiaki  ASOU 
      Abstruct  
   Heitarou Sunaga made efforts to publish local newspapers（”Ashikaga Sinpou”etc.） in Tochigi district.  
He entered and learned at Ashikaga elementary school in early years of Meiji-era. His certificates of 
graduation of class（grade）shows real states of examination system and real condition of Ashikaga elementary 
school in those days. 
 
  keyward: Certificate of Graduation of class, Ashikaga elementary school,early Meiji era 








           （明治７年～８年） 
・二女ヨシの卒業証書等 16 枚 
           （明治 14年～22年） 
・五男政五郎の卒業証書等 10枚 
           （明治 15年～22年） 
・須永平太郎の長女ハツの卒業證書等 ８枚 









































































































































































































務御掛原少属殿御出役 木村 足立 臨席ス 
 同 廿七日ニ至終ル 八級生徒百六拾九人 内八 
 名落第 
 同 廿八日 十月一日至 七級 七十四人 内弐 
 名落第 六級 八人  
総計 弐百五十一人 内十弐名落第(13) 
 
すなわち９月 22日から 27 日までの最初の６日間







































なおそれから約 10 日後の４月 11 日付で次のよう
に四級の卒業証書を授与されている。 

























理井戸謙 野州梁田郡渋垂村平民 其式ヲ行 
ヒ学務掛  藤山治朗之ヲ鑑ス先夫迄古来ヨ 
リ有来候足利旧学校ヲ転用ス其後新築 明治 











































      免職願 
 性質多病累弱之處當今尚又致膨張實以職務難相勤 
 依之免職相願専治療仕度此段奉願上候也 
         第十大區五小區 
足利工業大学研究集録 第 52号 2017.9 
24 
 
          足利学校 
教頭            
  明治七年七月    井戸謙 











              
           中教頭 
            井戸謙 
 右者其擔当區内足利郡葉鹿村へ在勤相達候条為心 
 得此旨相達候也 





























  右足利小学校在勤相達候条此旨為心得相達候也 












月 22 日から 10 月１日までの同校での進級試験実施 
期間中は、古畑が教頭として在任していたのである
が、前掲の「沿革調」によると、古畑は進級試験終
了後間もない 10 月 18 日に佐野の植野学校に転出し
ている。すなわち古畑が足利小学校の第二代教頭と
しての在任していたのは、辞令上では９月５日から









○          大教頭上給 
岐阜縣貫属士族  杉野直浩 
 右者第十大區五小区足利町学校在勤相達候条為心 
 得此旨相達候也 
  第七年十月十五日  學務掛 印(22) 
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